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（岩倉城）への抑えとして当城を再興し城番を配置した ）。その後、天正 年（ ）に羽柴秀吉と
グローカル（鳥取看護大学・鳥取短期大学グローカルセンター年報） 第 2 号（2019 年 3 月） 
 














































木三十郎に倉吉打吹城三万三千石をとある ）。一国一城令が出されたのが慶長 年（ ）であるが、







図 １ 寛延元年（ ）から宝暦４年（ ）の間に書かれた倉吉陣屋絵図。
図 ２ 寛延年間（ ～ ）に書かれた伯耆国倉吉侍屋敷町屋之絵図。
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写真は執筆者撮影 写真-１ 写真-２ 
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写真-５ 写真-６ 
写真は執筆者撮影 
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揃えて加工している。 
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